
２年２学期数学期末テスト対策 予想問題 N akagawa G akushu K yosh i tsu

（Ｐ124～Ｐ157）

１ 次のことがらの逆を書きなさい。また、それが正しいときは○、正しくなければ×を書き、さらに反例
を書きなさい。

① 整数 a、bで、aも bも奇数ならば、a＋ bは偶数である。

逆 整数 a、bで、

○ か × 反例

② 整数 a、bで、a＝ bならば、a－３＝ b－３である。

逆 整数 a、bで、

○ か × 反例

２ 下の図で、合同な三角形の組を選びなさい。また、そのとき使った合同条件を書きなさい。

合同な三角形 合同条件

① と

② と

③ と

３ △ＡＢＣと△ＤＣＥが正三角形であるとき、ＡＥ＝ＢＤであることを証明しなさい。

△ＡＣＥと△ＢＣＤで、

△ＡＢＣは正三角形なので、 ＝ … ①

△ＤＣＥは正三角形なので、 ＝ … ②

正三角形の３つの内角は６０°なので、

∠ＡＣＥ＝ ∠ ＋ ∠

＝ 60° ∠

同じものが入る

∠ＢＣＤ＝ ∠ ＋ ∠

＝ 60° ∠

よって、∠ＡＣＥ＝∠ＢＣＤ … ③

①②③より、 ので

△ＡＣＥ≡△ＢＣＤ よって、ＡＥ＝ＢＤ
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４ □ＡＢＣＤで∠ＢＡＤの ５ □ＡＢＣＤで、ＱＰ∥ＢＤ
二等分線と辺ＤＣの延長 であるとき、△ＰＢＤと面
が交わる点をＥとする。 積が等しい三角形をすべて
線分ＣＥは何ｃｍですか。 求めなさい。

ｃｍ

６ □ＡＢＣＤでＡＤ∥ＥＧ，ＡＢ∥ＨＦのとき、∠ＢＤＣ、ＪＣを求めなさい。

∠ＢＤＣ＝ ° ＪＣ＝ ｃｍ

７ 平行四辺形になる条件を書きなさい。

① ２組の向かい合う辺がそれぞれ とき ② ２組の向かい合う辺がそれぞれ とき

③ ２組の向かい合う がそれぞれ等しいとき ④

⑤

８ 四角形ＡＢＣＤで、辺ＤＣを延長した直線上に点Ｐをとり、四角形ＡＢＣＤと面積の等しい△ＡＰＤを
作図しなさい。また、点Ｐの位置の決め方を説明しなさい。

点 を通る直線 と な直線を引き、

その直線と辺ＤＣを延長した直線との を点Ｐとする。

９ 下の図の□ＡＢＣＤで、頂点Ｂ、Ｄから対角線に垂線ＢＥ、ＤＦをひいたものです。
このとき、△ＡＢＥ≡△ＣＤＦを証明しなさい。

△ＡＢＥと△ＣＤＦで
平行四辺形の向かい合う辺はそれぞれ等しいので、

＝ … ①

垂線だから、 ＝ ＝ ° … ②

ＡＢ∥ＤＣより、 は等しいので、 ＝ … ③

①②③より、 ので、

△ＡＢＥ≡△ＣＤＦ

１０ 平行四辺形ＡＢＣＤが、次の条件をもつとき、どんな四角形になるか。最も適した名前を書きなさい。

① ＡＣ⊥ＢＤ ② ∠ＡＢＣ＝∠ＢＣＤ

③ ＡＣ＝ＢＤ，ＡＢ＝ＢＣ
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２年２学期数学期末テスト対策Ⅱ 予想問題 N akagawa G akushu K yosh i tsu

（Ｐ158～Ｐ171）

１ 袋に赤玉３個、青玉４個、白玉３個が入っている。この袋から玉を１個だけ取り出すとき、次の確率を
求めなさい。

① 白玉が出る確率 ② 赤玉でない確率 ③ 黄玉が出る確率

２ 赤玉３個、白玉２個が入った袋から、同時に２個の玉を取り出すとき、次の確率を求めなさい。

① ２個とも赤玉である確率

② 少なくとも１個は白になる確率

３ 次のような４枚のカードのから１枚取り出し、数字を確認してからもとへもどして、ふたたび、もう１
枚ひく。はじめに取り出した数を十の位、後に取り出した数を一の位として２けたの整数を作るとき、
次の問いに求めなさい。

① 全部で何通りありますか。 通り

② ３の倍数となる確率を求めなさい。

４ １００円、５０円、１０円の硬貨が１枚ずつあります。この３枚を同時に投げるとき、次の確率を
求めなさい。

① 少なくとも、２枚は表がでる確率

② 表がでた硬貨の金額の合計が、
６０円以上になる確率

５ ２つのさいころを同時に投げるとき、次の確率を求めなさい。

① 同じ目が出る確率

② 出る目の数の和が１２以下となる確率
★★たすと、すべて１２以下となる！

③ 出る目の数の和が５より小さくなる確率

６ 正方形ＡＢＣＤがあり、点Ｐが頂点Ａにいる。さいころを投げ、点Ｐは正方形
の頂点を出た目の数だけ左回りに移動する。

① さいころを１回投げたとき、点ＰがＢにいる確率を求めなさい。

② さいころを２回投げたとき、点ＰがＢにいる確率を求めなさい。

英 数 中川学習教室
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２年２学期数学期末テスト対策 予想問題 N akagawa G akushu K yosh i tsu

（Ｐ124～Ｐ157）

１ 次のことがらの逆を書きなさい。また、それが正しいときは○、正しくなければ×を書き、さらに反例
を書きなさい。

① 整数 a、bで、aも bも奇数ならば、a＋ bは偶数である。

逆 整数 a、bで、 a＋ bは偶数ならば aも bも奇数である。

○ か × × 反例 a＝２、b＝４のとき、a＋ bは偶数であるが、aも bも偶数である。

② 整数 a、bで、a＝ bならば、a－３＝ b－３である。

逆 整数 a、bで、 a－３＝ b－３ならば、a＝ bである。

○ か × ○ 反例

２ 下の図で、合同な三角形の組を選びなさい。また、そのとき使った合同条件を書きなさい。

合同な三角形 合同条件

① アとカ 直角三角形の斜辺と他の一辺がそれぞれ等しい。

② イとウ １組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい。

③ エとオ 直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい。

（または、１

組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい。）

３ △ＡＢＣと△ＤＣＥが正三角形であるとき、ＡＥ＝ＢＤであることを証明しなさい。

△ＡＣＥと△ＢＣＤで、

△ＡＢＣは正三角形なので、 ＡＣ ＝ ＢＣ … ①

△ＤＣＥは正三角形なので、 ＥＣ ＝ ＤＣ … ②

正三角形の３つの内角は６０°なので、

∠ＡＣＥ＝ ∠ＤＣＥ ＋ ∠ＡＣＤ

＝ 60° ＋ ∠ＡＣＤ

同じものが入る

∠ＢＣＤ＝ ∠ＢＣＡ ＋ ∠ＡＣＤ

＝ 60° ＋ ∠ＡＣＤ

よって、∠ＡＣＥ＝∠ＢＣＤ … ③

①②③より、 ２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい ので

△ＡＣＥ≡△ＢＣＤ よって、ＡＥ＝ＢＤ
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４ □ＡＢＣＤで∠ＢＡＤの ５ □ＡＢＣＤで、ＱＰ∥ＢＤ
二等分線と辺ＤＣの延長 であるとき、△ＰＢＤと面
が交わる点をＥとする。 積が等しい三角形をすべて
線分ＣＥは何ｃｍですか。 求めなさい。

４ ｃｍ △ＱＢＤ △ＱＢＣ △ＰＣＤ

ＣＥ＝ＤＥ－ＣＥ＝１０－６＝４ｃｍ

６ □ＡＢＣＤでＡＤ∥ＥＧ，ＡＢ∥ＨＦのとき、∠ＢＤＣ、ＪＣを求めなさい。

∠ＢＤＣ＝ ４５ ° ＪＣ＝ ２．８ｃｍ

７５－３０＝４５° ＪＣ＝ＭＣ－ＭＪ＝５．８－３＝２．８

７ 平行四辺形になる条件を書きなさい。

① ２組の向かい合う辺がそれぞれ 平行な とき ② ２組の向かい合う辺がそれぞれ 等しい とき

（平行である）

③ ２組の向かい合う 角 がそれぞれ等しいとき ④ 対角線がそれぞれの中点で交わるとき

⑤ １組の向かい合う辺が等しく、平行なとき

８ 四角形ＡＢＣＤで、辺ＤＣを延長した直線上に点Ｐをとり、四角形ＡＢＣＤと面積の等しい△ＡＰＤを
作図しなさい。また、点Ｐの位置の決め方を説明しなさい。

点 Ｂ を通る直線 ＡＣ と 平行 な直線を引き、

その直線と辺ＤＣを延長した直線との 交点 を点Ｐとする。

９ 下の図の□ＡＢＣＤで、頂点Ｂ、Ｄから対角線に垂線ＢＥ、ＤＦをひいたものです。
このとき、△ＡＢＥ≡△ＣＤＦを証明しなさい。

△ＡＢＥと△ＣＤＦで
平行四辺形の向かい合う辺はそれぞれ等しいので、

ＡＢ ＝ ＣＤ … ①

垂線だから、 ∠ＡＥＢ ＝ ∠ＣＦＤ ＝ ９０° … ②

ＡＢ∥ＤＣより、 錯角 は等しいので、 ∠ＢＡＥ ＝ ∠ＤＣＦ … ③

①②③より、 直角三角形の斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい ので、

△ＡＢＥ≡△ＣＤＦ

１０ 平行四辺形ＡＢＣＤが、次の条件をもつとき、どんな四角形になるか。最も適した名前を書きなさい。

① ＡＣ⊥ＢＤ ひし形 ② ∠ＡＢＣ＝∠ＢＣＤ 長方形

③ ＡＣ＝ＢＤ，ＡＢ＝ＢＣ 正方形
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２年２学期数学期末テスト対策Ⅱ 予想問題 N akagawa G akushu K yosh i tsu

（Ｐ158～Ｐ171）

１ 袋に赤玉３個、青玉４個、白玉３個が入っている。この袋から玉を１個だけ取り出すとき、次の確率を
求めなさい。

① 白玉が出る確率 ② 赤玉でない確率 ③ 黄玉が出る確率 ０

２ 赤玉３個、白玉２個が入った袋から、同時に２個の玉を取り出すとき、次の確率を求めなさい。

Ａ Ｂ Ｃ … 赤 Ｄ Ｅ… 白 とする

① ２個とも赤玉である確率

② 少なくとも１個は白になる確率

３ 次のような４枚のカードのから１枚取り出し、数字を確認してからもとへもどして、ふたたび、もう１
枚ひく。はじめに取り出した数を十の位、後に取り出した数を一の位として２けたの整数を作るとき、
次の問いに求めなさい。

① 全部で何通りありますか。 １６ 通り

② ３の倍数となる確率を求めなさい。

４ １００円、５０円、１０円の硬貨が１枚ずつあります。この３枚を同時に投げるとき、次の確率を
求めなさい。

① 少なくとも、２枚は表がでる確率

② 表がでた硬貨の金額の合計が、
６０円以上になる確率

５ ２つのさいころを同時に投げるとき、次の確率を求めなさい。

① 同じ目が出る確率

② 出る目の数の和が１２以下となる確率 １

★★ たすと、すべて１２以下となる！

③ 出る目の数の和が５より小さくなる確率

６ 正方形ＡＢＣＤがあり、点Ｐが頂点Ａにいる。さいころを投げ、点Ｐは正方形
の頂点を出た目の数だけ左回りに移動する。

① さいころを１回投げたとき、点ＰがＢにいる確率を求めなさい。

さいころの目が１か５のとき

② さいころを２回投げたとき、点ＰがＢにいる確率を求めなさい。

さいころの目の合計が５…（１，４）（２，３）（３，２）（４，１）
さいころの目の合計が９…（３，６）（４，５）（５，４）（６，３）

英 数 中川学習教室
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